
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

韓
国
人
の
対
日
姿
勢
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、
植
民
地
時
代
の
一
部
の

〈
親
日
〉
、
そ
し
て
戦
後
の
〈
反
日
〉
か
ら
、
日
本
を
克
服
す
る
と
い
う
〈
克

日
〉
へ
、
さ
ら
に
〈
知
日
〉
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

一
九
六
○
年
代
前
後
ま
で

：
日
本
嫌
い
、
無
関
心
〈
反
日
〉
、

識
に
い
つ
ま
で
も
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
韓
日
間
の
過
去
の
歴
史
に
対

す
る
日
本
の
徹
底
的
な
反
省
と
清
算
が
期
待
に
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
意
見

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
論
議
は
幾
度
も
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
被
害
意

が
約
四
○
冊
、
翻
訳
書
三
○
冊
程
度
で
、
そ
れ
ら
も
主
観
的
な
感
情
に
偏
り
、

反
日
的
な
内
容
や
復
古
的
な
郷
愁
、
ま
た
は
経
済
発
展
の
賛
辞
を
結
論
と
し

韓
国
で
本
格
的
な
日
本
研
究
が
始
ま
る
一
九
九
○
年
頃
ま
で
は
、
日
本
研

究
の
体
系
的
な
専
門
書
は
そ
の
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
く
日
本
論
〉

て
ま
と
め
て
あ
る
よ
う
な
書
物
が
大
部
分
で
あ
っ
た
と
い
う
反
省
の
声
が
あ

（
Ⅱ
）

っ
た
。
ま
た
、
客
観
的
に
日
本
の
実
情
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
冷
静
な
態
度

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
状
況
と
展
望

一
、
日
本
研
究
の
環
境
の
変
化

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
状
況
と
展
望

状究
の
中
心
を
担
い
、
主
体
的
で
独
創
的
な
日
本
研
究
を
新
た
に
模
索
す
る
こ

ン
グ
ル
世
代
（
阿
○
～
五
○
代
）
特
に
韓
日
国
交
樹
立
二
九
六
五
年
）
以

後
一
九
七
○
’
一
九
八
○
年
代
に
日
本
へ
留
学
し
た
研
究
者
た
ち
が
日
本
研

代
に
日
本
語
を
習
っ
た
日
本
研
究
者
第
一
世
代
が
引
退
し
、

以
後
、

日
本
研
究
も
進
ま
な
い

一
九
七
○
年
代
以
来
八
○
年
代
中
半
：
日
本
を
理
解
す
る
必
要
性
の
認

識
〈
克
日
〉
、
日
本
語
の
学
習

段
階
・
実
用
的
な
目
的
の
日
本

》、

一
九
八
○
年
代
中
半
以
降
九
○
年
代
：
専
門
別
研
究
者
の
増
加
〈
知

日
〉
、
日
本
研
究
の
本
格
化
へ
。

日
本
研
究
が
予
想
よ
り
遅
れ
た
の
は
、
日
本
語
教
育
と
学
習
の
目
的
が
実

用
の
た
め
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
韓
国
一
般
社
会
の
日
本
に
対
す
る
雰
囲
気

が
未
熟
で
研
究
へ
の
使
命
や
責
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
の
も
一
因
で
あ
る
。

て
独
自
な
研
究
へ
と
移
行
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

既
成
の
日
本
の
研
究
を
踏
襲
す
る
段
階
か
ら
研
究
蓄
積
の
期
間
を
経

崔
在

現
在
は
、
植
民
地
時

し
、
第
二
世
代
の
ハ

士士
ロロ

￣

￣



と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
研
究
の
最
近
の
主
な
動
向
と
し
て
は
、
韓
国
日
本
学
会
の
「
日
本
研

究
叢
書
」
〈
日
本
の
理
解
〉
シ
リ
ー
ズ
刊
行
（
二
○
○
一
年
）
と
、
韓
国
外

大
日
本
研
究
所
の
『
日
本
研
究
」
（
第
一
一
三
号
、
二
○
○
四
年
）
発
行
、
翰

林
大
日
本
研
究
所
の
翻
訳
書
シ
リ
ー
ズ
「
翰
林
日
本
学
叢
書
』
二
○
○
冊

企
画
）
と
熊
進
出
版
社
の
小
説
翻
訳
「
二
○
世
紀
日
文
学
の
発
見
」
（
全
一

二
巻
）
、
ソ
ウ
ル
大
国
際
地
域
院
の
『
韓
国
の
日
本
研
究
皿
二
○
○
○
年
研

究
動
向
」
刊
行
、
韓
国
口
語
日
文
学
会
の
『
日
本
文
化
叢
書
」
（
全
六
巻
、

二
○
○
三
年
）
な
ど
が
世
人
の
注
目
を
引
い
て
い
る
。

最
近
の
韓
国
の
日
本
語
学
習
者
、
日
本
研
究
者
の
数
は
そ
の
歴
史
以
来
最

大
に
達
し
て
お
り
、
し
か
も
若
手
が
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
期
待
で
き
そ

》
７
だ
。

低
い
と
言
え
る
。

あ
る
が
、

そ
し
て
、
一
九
八
八
年
ソ
ウ

Ｗ
杯
韓
日
共
催
（
「
二
○
○
一

熱
と
文
化
交
流
の
活
性
化
は
、

く
い
わ
ゆ
る
〈
韓
流
〉

特
に

、

が
、

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

く
す
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

日
本
に
お
け
る
韓
国
ブ
ー
ム
の
時
期
は
、

こ
こ
十
年
余
は
大
体
韓
Ⅱ
親
善
ム
ー
ド
が
続
い
て

日
本
で
は
欧
米
の
日
本
紹
介
や
研
究
を
大
き
く
取
り
上
げ
る
こ
と
が

こ
の
頃
日
本
に
お
け
る
韓
阿
ド
ラ
マ

隣
国
で
あ
る
韓
国
や
中
国
．

一
九
八
八
年
ソ
ウ
ル

と
い
う
韓
国
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
韓
国
語
の
学
習

－
１
韓
日
国
民
交
流
年
」
設
定
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
二
○
○
二
年
サ
ッ
カ
ー

〈
日
韓
友
情
年
’
二
○
○
五
〉

こ
の
よ
う
な
友
好
関
係
を
生
か
し
て
い
く

ロ
シ
ア
の
日
本
研
究
へ
の
関
心
度
は

明
治
初
期
と
韓
日
併
合
前
後
、

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
人
気
に
続

今
後
も
時
に
は
ぎ
く
し
や

い
》
６
レ
ニ
一
一
百
え
よ
労
７
。

力
は
大
き
い
。
そ
し
て
、
市
民
団
体
．

な
ど
で
あ
る

に
向
け
て
大

こ
と
が
望
ま
し
い
。

一
九
九
八
年
一
○
月
、
首
脳
会
談
の
「
韓
日
共
同
宣
言
行
動
計
画
」
で
、

文
化
交
流
と
青
少
年
交
流
の
発
展
を
推
進
し
、
日
本
の
大
衆
文
化
の
開
放
が

決
ま
っ
た
。
韓
国
で
ｎ
本
の
大
衆
文
化
の
輸
入
開
放
に
関
す
る
議
論
の
焦
点

は
日
本
映
画
・
ア
ニ
メ
・
漫
画
の
暴
力
性
や
淫
乱
性
の
問
題
と
貿
易
赤
字
の

懸
念
に
あ
っ
た
が
、
日
本
の
大
衆
歌
謡
等
の
人
気
は
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、

全
般
の
雰
囲
気
と
対
日
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
に
繋
が
っ
て
い
る
し
、

実
際
に
ド
ラ
マ
な
ど
の
文
化
交
流
を
促
進
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
こ
こ
数
年

間
、
韓
日
の
文
化
交
流
を
巡
る
環
境
が
大
き
く
躍
動
的
に
変
化
し
、
活
性
化

韓
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
て
き
た
。

わ
っ
た
摩
擦
も
あ
ろ
う
が
、

相
互
理
解
の
た
め
に
マ
ス

切
で
あ
る
と
の
認
識
に
は
異
存
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。

持
っ
て
こ
そ
真
の
相
互
理
解
へ
近
づ
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

人
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
は
た
の
も
し
い
。

に
は
歴
史
認
識
・
貿
易
・
漁
業
・
独
島
（
竹
島
）

環
境
と
国
際
化
、
社
会
の
成
熟
や
世
代
の
交
代
に
負
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
瓦

じ
て
友
好
的
に
ふ
れ
あ
い
、

い
の
先
入
観
、
偏
見
、
無
関
心
な
ど

い
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
互
い
の
長
所
を
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
を

現
状
の
認
識
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

映
画
・
舞
踊
・
演
劇
等
の
文
化
芸
術
交
流
の
拡
大
は
韓
国
社
会

コ
ミ
や
教
育
現
場
の
役
割
は
重
要
で
、

隣
国
同
士
で
理
解
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大

日
本
フ
ァ
ン
の
韓
国
人
・
韓
国
フ
ァ
ン
の
日
本

〈
無
意
識
の
ブ
レ
ー
キ
〉

民
間
レ
ベ
ル
・
青
少
年
の
交
流
を
通

現
状
認
識
が
希
望
的
な
の
は
国
際

問
題
な
ど
利
害
関
係
に
関

活
発
な
文
化
交
流
と

韓
日
関
係
は
瓦

に
よ
り
、
時

日
本
の
対

そ
の
影
響

二

四



日
本
語
が
高
校
の
第
二
外
国
語
と
し
て
採
択
さ
れ
、
一
九
八
六
年
以
来
、
日

本
語
を
選
択
す
る
学
生
数
が
最
も
多
い
。
一
九
九
八
年
末
、
高
校
の
日
本
語

学
習
者
は
第
二
外
国
語
全
体
中
の
四
一
一
一
％
、
一
般
系
三
○
万
人
（
二
七
％
、

ド
イ
ツ
語
四
五
万
人
・
フ
ラ
ン
ス
語
二
七
万
人
・
中
国
語
約
八
万

人
）
と
実
業
系
四
一
一
一
万
人
（
八
七
％
、
ド
イ
ツ
語
約
三
万
人
・
フ
ラ
ン
ス

語
二
万
人
・
中
国
語
一
万
五
千
人
）
で
、
日
本
語
を
選
択
し
た
高
校
は

れ
（
韓
日
国
交
成
立
は
一
九
六
五
年
）
、
一
九
七
三
～
一
九
八
五
年
の
間
、

全
国
四
九
大
学
に
日
本
語
関
連
学
科
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
三
年
、

正
当
な
認
識
を
堅
持
す
る
と
い
う
方
針
が
大
切
だ
と
思
う
。

思
う
。
隣
国
同
士
で
共
に
繁
栄
す
る
方
法
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

両
国
発
展
の
た
め
に
互
い
に
自
主
独
立
を
守
り
、
第
三
者
の
眼
か
ら
見
て
も

的
・
地
理
的
に
見
て
、
韓
日
両
国
は
相
互
を
最
も
理
解
し
や
す
い
立
場
に
あ

り
な
が
ら
、
今
ま
で
互
い
に
誤
解
し
て
き
た
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

な
ど
、
総
合
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
純
粋
な
意
味
で
の
相
互

理
解
者
、
知
日
派
・
知
韓
派
の
拡
充
と
そ
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
歴
史

古
代
以
来
近
世
ま
で
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
近

総
七
五
○
校
、
日
本
語
教
師
は
二
四
○
人
で
あ
る
。
高
校
の
第
二
外
国
語

（
３
）

代
以
来
の
韓
国
は
常
に
日
本
に
対
し
て
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
ち
刺
激
さ
れ
、

に
加
え
、
最
近
、
中
学
で
の
日
本
語
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。

経
済
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
韓
日

一
九
九
八
年
末
現
在
、
日
本
語
日
本
文
学
関
連
の
学
科
を
設
置
し
た
大
学

関
係
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
と
北
韓
（
北
朝
鮮
）
、
周
辺
諸
国
と
の
関
係

数
は
、
四
年
制
で
八
四
校
（
一
○
一
一
学
科
、
全
体
一
八
七
大
学
・
’
一
二
七
キ

一
九
六
一
年
、

二
、
日
本
語
教
育
の
歩
み
と
現
況

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
状
況
と
展
望

国
内
で
初
め
て
韓
国
外
国
語
大
学
に
日
本
語
科
が
設
立
ざ

と
の
格
差
は
な
お
大
き
い
。

大
学
院
の
日
本
関
連
学
科
は
一
八
以
上
の
大
学
に
、
教
育
大
学
院
は
一
八

大
学
に
、
特
殊
大
学
院
（
通
訳
・
国
際
・
地
域
）
は
五
大
学
に
設
立
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
韓
国
外
大
の
場
合
各
部
門
の
年
間
入
学
生
数
は
、
学
部

（
日
本
語
科
一
○
○
人
十
四
○
人
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
、
大
学
院

（
日
語
日
文
学
科
約
三
五
人
・
日
本
学
科
五
人
）
、
教
育
大
学
院
（
日
本

語
教
育
専
攻
約
四
五
人
）
、
通
訳
翻
訳
大
学
院
（
韓
日
科
約
一
五
人
）
、

ヤ
ン
パ
ス
の
う
ち
）
、
短
大
は
六
七
校
（
日
本
語
科
・
日
本
語
通
訳
・
観
光

日
本
語
科
な
ど
二
二
学
科
、
全
体
一
五
九
短
大
の
う
ち
）
で
、
最
近
は
学

部
・
大
学
院
に
地
域
学
と
し
て
の
「
日
本
学
科
」
の
設
置
も
徐
々
に
増
え
て

い
る
。

専
攻
学
生
数
は
年
間
約
四
千
人
（
総
一
万
六
千
人
）
で
、
大
学
で
の
日
本

語
学
習
者
数
は
推
算
一
五
万
人
以
上
で
あ
る
。
専
任
教
員
は
約
六
○
○
人
、

非
常
勤
講
師
は
約
一
千
人
で
あ
る
。
世
界
の
日
本
語
学
習
者
数
は
一
九
九
八

年
の
〈
国
際
交
流
基
金
の
調
査
〉
に
よ
る
と
、
一
二
○
万
人
で
、
そ
の
内
半

分
近
く
の
九
五
万
人
が
韓
国
人
で
あ
る
。
日
本
語
学
習
者
が
最
も
多
い
の
は
、

日
本
の
隣
国
と
し
て
人
的
・
物
的
な
交
流
が
盛
ん
で
あ
り
、
商
業
・
貿
易
な

ど
実
用
的
な
理
由
と
大
衆
文
化
に
興
味
を
持
つ
若
者
の
増
大
の
た
め
で
あ

る
。
日
本
の
場
合
、
韓
国
語
学
習
者
の
数
は
最
近
増
え
つ
つ
あ
る
が
、

一

五

韓
国



村
を
養
成
し
て
い
る
←

国
際
地
域
大
学
院
（
日
本
学
科
八
人
）
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
包
括
す
る

学
科
を
設
置
し
、
韓
国
で
最
も
日
本
関
連
学
教
育
の
歴
史
が
長
く
多
数
の
人

韓
国
で
日
本
文
学
関
連
学
会
は
一
九
七
三
年
設
立
の
韓
国
日
本
学
会
と
一

九
七
八
年
設
立
の
韓
国
Ⅱ
語
日
文
学
会
（
会
員
は
各
々
約
一
千
余
人
ず
つ
、

重
複
多
数
）
が
代
表
的
で
、
こ
の
他
に
、
日
本
関
連
（
主
に
日
本
語
日
本
文

学
研
究
が
中
心
）
の
学
会
が
一
五
余
り
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
学
会
誌
を
発
刊
し

て
い
る
。
今
後
は
具
体
的
な
専
攻
分
野
別
（
例
二
九
九
九
年
創
立
さ
れ
た

韓
同
ｎ
本
近
代
文
学
会
等
）
に
学
会
が
専
門
化
さ
れ
、
研
究
を
さ
ら
に
深
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

韓
国
日
本
学
会
に
は
同
学
会
編
の
翻
訳
書
『
日
本
文
化
叢
書
」
（
全
八
巻
、

一
九
七
七
～
一
九
八
○
年
）
「
日
本
思
想
叢
書
」
（
全
七
巻
、
一
九
八
九
年
）

と
、
『
日
本
研
究
叢
書
」
（
既
刊
一
○
巻
、
二
○
○
一
年
）
等
の
業
績
が
あ
り
、

韓
脚
日
語
日
文
学
会
で
は
『
Ⅲ
本
文
化
叢
書
』
（
全
六
巻
、
日
本
語
学
・
日

本
文
学
・
日
本
文
化
各
二
冊
、
二
○
○
三
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

○
余
人
、
単
行
本
五
○
冊
、
研
究
論
文
総
一
五
○
○
余
編
（
修
士
・
博
士
学

る
」
「
こ
こ
ろ
」
「
坊
ち
ゃ
ん
」
「
夢
十
夜
」
『
永
日
小
品
』
等
が
読
ま
れ
て
い

（
・
化
一

位
論
文
一
一
一
○
○
余
編
を
含
む
）
で
、
一
九
六
○
年
代
は
一
○
余
編
、
一
九
七

る
。
一
九
九
○
年
代
か
ら
は
村
上
春
樹
ミ
ノ
ル
ウ
ェ
ィ
の
森
」
の
場
合

○
年
代
以
後
と
り
わ
け
一
九
八
○
年
代
に
急
増
し
、
日
本
語
の
文
法
研
究
が

『
喪
失
の
時
代
」
の
名
で
十
余
年
間
一
○
○
刷
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
）
や
吉
本

五
二
○
編
と
最
も
多
い
。
日
本
語
で
作
成
し
た
論
文
が
全
体
の
半
数
を
占
め

ば
な
な
の
ほ
と
ん
ど
の
小
説
が
翻
訳
さ
れ
若
者
に
広
く
支
持
を
受
け
、
大
型

ち
な
み
に
こ
の
う
ち
の
、
日
本
語
学
の
動
向
と
し
て
は
、
研
究
者
が
六
五

○
％
は
一
九
九
○
年
以
後
刊
行
）
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
吾
輩
は
猫
で
あ

三
、
日
本
文
学
関
連
学
会
の
動
向

お
く
、
以
下
同
じ
。
）

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

日
本
文
学
の
翻
訳
は
一
九
六
○
’
一
九
六
一
年
の
『
日
本
文
学
選
集
』

（
第
三
巻
に
「
羅
生
門
」
、
青
雲
社
）
と
一
九
七
五
年
の
『
日
本
文
学
大
全
集
」

（
第
一
○
巻
が
「
日
本
名
短
編
選
集
」
、
東
西
文
化
院
）
が
一
応
の
ま
と
ま
っ

た
紹
介
の
始
り
と
言
え
る
。
ま
た
、
韓
国
の
世
界
文
学
全
集
に
日
本
の
作
家

が
含
ま
れ
た
の
は
、
一
九
七
○
年
の
『
世
界
の
文
学
大
全
集
」
（
同
和
出
版

社
）
に
川
端
・
太
宰
・
三
島
・
芥
川
の
作
品
を
栽
せ
た
の
が
初
め
て
で
あ
る

》
っ
Ｏ以
前
は
三
浦
綾
子
の
『
氷
点
」
と
遠
藤
周
作
の
『
沈
黙
』
等
宗
教
関
連
物

や
剛
馬
遼
太
郎
の
歴
史
物
、
五
木
寛
之
の
「
青
春
の
門
」
等
の
大
衆
小
説
が

読
ま
れ
、
川
端
康
成
・
夏
且
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
・
呈
島
由
紀
夫
・
太
宰
治

ら
の
作
品
が
主
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
漱
石
の
作
品
は
一
几
六
二

年
以
来
、
代
表
作
を
含
む
二
九
編
が
翻
訳
（
総
数
九
○
余
編
、
こ
の
内
約
八

粟
統
計
は
時
期
・
選
択
基
準
に
よ
り
異
同
が
有
り
得
る
｝

四
、
日
本
文
学
の
翻
訳
紹
介
と
研
究
傾
向

）
と
を
断
っ
て

’
一
Ｌ
ハ



『
古
事
記
」
と
「
源
氏
物
語
」
二
九
七
五
、
一
九
九
九
年
訳
）
「
徒
然
草
』

等
の
韓
国
語
訳
は
す
で
に
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
研
究
や
韓
日
神
話

の
比
較
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
源
氏
物
語
』
研
究
は
一
九

九
一
年
ま
で
に
一
六
編
程
度
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
四
年
一
一
月
現
在
二
二

九
編
と
な
り
、
構
成
・
構
想
・
主
題
に
関
す
る
研
究
が
最
も
多
く
約
半
数
を

（
け
一

占
め
、
人
物
論
・
表
現
論
・
そ
の
他
の
研
究
が
続
い
て
い
る
。
一
一
○
○
四
年

現
在
、
日
本
近
世
文
学
研
究
の
現
況
は
著
書
一
五
冊
（
日
本
学
・
比
較
文
学

研
究
を
含
む
）
と
訳
書
二
冊
、
論
文
約
五
○
○
余
編
二
九
九
○
年
は
七
○

余
編
）
、
こ
の
内
、
芭
蕉
研
究
が
八
○
編
と
最
も
多
く
、
そ
の
次
が
西
鶴
七

○
編
と
秋
成
五
五
編
、
近
松
を
含
む
劇
文
学
四
○
編
へ
と
続
く
。
俳
譜
研
究

は
一
九
七
○
年
代
に
始
ま
り
、
単
行
本
『
俳
句
文
学
研
究
』
（
季
御
寧
、
’

を
占
め
て
い
る
。
古
典
文
学
で
は
『
源
氏
物
語
」

｛
７
』

西
鶴
・
秋
成
等
が
主
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

は
七
編
、
一
九
七
○
年
代
一
三
一
編
、
一
九
八
○
年
代
毎
年
約
一
○
○
編
、

総
八
九
○
編
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
近
代
・
現
代
文
学
論
が
約
六
五
％
、
研

究
者
数
も
三
二
○
人
で
約
五
○
％
以
上
（
日
本
文
学
研
究
者
総
六
一
一
一
○
人
）

思
い
浮
べ
る
こ
と
は
な
い
し
、
〈
反
日
〉
の
こ
だ
わ
り
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

国
内
外
の
大
学
院
卒
で
論
文
を
発
表
し
た
韓
国
人
日
本
文
学
研
究
者
八
○
○

［
Ⅲ
】

自
由
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

人
の
論
文
総
数
約
二
一
一
一
○
○
編
の
中
で
、
近
代
文
学
関
連
の
論
文
が
や
は
り

類
の
作
品
に
は
日
本
的
要
素
が
薄
く
、
新
世
代
の
読
者
が
特
に
〈
日
本
〉
を

感
・
連
帯
感
を
覚
え
、
何
世
代
と
し
て
の
感
覚
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
部

書
店
の
売
れ
行
き
上
位
を
日
本
の
現
代
小
説
が
占
め
る
場
合
が
度
々
あ
る
。

九
八
六
）
発
刊
と
一
九
九
○
年
代
末
以
後
、
芭
蕉
や
蕪
村
の
俳
譜
の
翻
訳
書

韓
国
の
読
者
は
こ
の
よ
う
な
小
説
の
軽
快
さ
、
感
覚
的
な
大
衆
文
化
に
同
質

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

日
本
文
学
の
研
究
動
向
を
数
字
で
示
す
と
、
一
九
六
○
年
代
の
研
究
論
文

半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
日
本
文
学
関
連
の
単
行
本
は
一
九
七
○
年
代
五

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
状
況
と
展
望

や
『
徒
然
草
『
芭
蕉
。

少
な
い
。
プ
ロ
文
学
の
研
究
が
少
な
か
っ
た
の
は
韓
国
の
南
北
問
題
と
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
最
近
、
島
崎
藤
村
と
有
島
武
郎
、
遠
藤
周
作
に
関
す

る
論
文
の
数
が
伸
び
つ
つ
あ
る
の
は
韓
国
に
キ
リ
ス
ト
教
人
口
が
多
い
の
と

関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作
家
で

○
○
○
年
五
月
）
。
（
他
の
調
査
は
、
漱
石
・
芥
川
・
藤
村
・
川
端
・
太
宰
・

【
Ⅲ
｝

啄
木
・
鴎
外
の
順
。
）
文
学
史
に
お
い
て
知
名
度
の
高
い
作
家
と
翻
訳
紹
介

［
Ⅱ
】

さ
れ
て
い
る
作
家
の
研
究
が
多
い
。
川
端
研
究
の
場
合
、
一
般
論
文
の
数
は

究
論
文
が
多
い
。

編
中
、
前
記
上
位
五
人
の
作
家
関
連
の
論
文
が
四
○
％
を
占
め
て
い
る
（
二

冊
、
一
九
八
○
年
代
は
比
較
文
学
研
究
を
含
め
て
二
○
冊
程
度
だ
が
、
一
九

九
○
年
代
に
入
っ
て
増
え
つ
つ
あ
り
、
単
行
本
は
延
べ
三
九
冊
（
編
著
と
比

（
〃
】

較
文
学
書
を
含
む
）
、
文
学
史
等
の
翻
訳
書
は
一
一
冊
で
あ
る
。

近
代
の
作
家
で
は
漱
石
・
芥
川
・
鴎
外
・
藤
村
・
太
宰
・
川
端
な
ど
の
研

一
五
○
余
編
、
修
士
論
文
は
六
五
編
で
、
作
品
論
が
三
分
の
二
を
占
め
る
と

い
う
最
近
（
二
○
○
四
年
一
○
月
）
の
統
計
が
あ
る
。

以
上
の
統
計
の
う
ち
、

九
八
○
年
代
ま
で
に
韓
日
近
代
文
学
の
比
較
研
究
は
約
三
○
％
で
あ
る
。

万
近
代
文
学
分
野
で
は
、
初
期
は
韓
日
比
較
文
学
研
究
が
半
数
を
占
め
、

韓
国
内
の
六
つ
の
学
会
の
日
本
近
代
文
学
論
文
総
二
八
○

近
代
詩
歌
文
学
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
は

二

七



経
過
の
短
さ
と
翻
訳
調
の
難
渋
な
文
章
の
た
め
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一

九
九
九
年
ま
で
の
鴎
外
研
究
論
文
は
五
○
余
編
、
研
究
者
は
二
○
人
ぐ
ら

い
で
あ
り
、
漱
石
研
究
論
文
は
二
六
○
余
編
、
単
行
本
は
二
冊
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
近
代
詩
歌
分
野
の
研
究
が
啄
木
を
除
い
て
数
少
な
い
中

で
、
萩
原
朔
太
郎
・
高
村
光
太
郎
・
三
好
達
治
・
宮
沢
賢
治
・
正
岡
子
規
な

ど
の
詩
歌
論
が
徐
々
に
書
か
れ
て
い
る
。

は
あ
る
が
川
端
に
比
べ
て
大
江
健
三
郎
の
研
究
が
伸
び
な
い
の
は
、

況
（
一
九
七
六
年
二
月
～
二
○
○
四
年
八
月
）
を
見
る
と
、
日
本
語

本
文
学
を
合
わ
せ
て
文
学
修
士
は
総
四
二
○
余
名
で
、
文
学
博
士
は

歌
研
究
」
）

本
文
学
専
攻
の
文
学
博
士
第
一
号
は
一
九
九
両
年
二
月
の

育
専
攻
課
程
の
日
本
近
代
文
学
分
野
の
修
士
四
○
余
名
を
輩
出
し
て
い
る
”

博
士
学
位
授
与
者
は
一
○
名
で
あ
る
。
こ
の
外
に
、
教
育
大
学
院
日
本
語
教

以
上
の
学
位
論
文
は
作
品
論
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
各
主
題
別
研
究

の
必
要
性
が
あ
る
。
戦
後
文
学
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
近
代

詩
歌
文
学
と
戯
曲
の
研
究
は
数
少
な
い
。
韓
日
文
学
の
関
連
様
相
や
比
較
研

究
、
大
衆
文
学
に
も
月
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
専
門
分
野
別
・
ジ
ャ
ン
ル
別
学
会
や
研
究
会
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
中

学
術
誌
と
し
て
は
初
め
て
の
「
日
本
近
代
文
学
ｌ
研
究
と
批
評
‐
」
を
二
○

○
二
年
創
刊
し
、
二
○
○
四
年
第
三
号
を
刊
行
し
て
い
る
。
作
家
別
の
研
究

で
、
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
が
設
立
二
九
九
九
年
）
さ
れ
、
専
門
分
野
の

ち
な
み
に
、

年
三
月
博
士
課
程
開
設
以
来
総
四
○
余
名
で
あ
る
。

この
う
ち
日
本
近
代
文
学
分
野
の
修
士
は
総
一

韓
国
外
国
語
大
学
大
学
院
の
Ⅱ
語
日
文
学
科
の
学
位
授
与
現

「
日
本
語
学
・
曰

く
学
博
士
は
一
九
八

（
韓
国
に
お
け
る
日

）
「
正
岡
子
規
の
短

二
○
公
余
』
積
で
、

時
間
の

会
は
〈
夏
目
漱
石
文
学
研
究
会
〉
が
研
究
発
表
会
と
単
行
本
の
刊
行
等
の
活

動
を
し
て
い
る
く
ら
い
で
、
他
に
は
ま
だ
主
立
っ
た
も
の
は
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
各
作
家
の
研
究
者
が
増
加
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
動
き
は
自
然
に
広
ま
る

と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
作
家
別
翻
訳
全
集
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

一
九
六
九
年
『
川
端
康
成
全
集
』
（
全
六
巻
、
新
丘
文
化
社
）
と
一
九
九
六

年
『
大
江
健
三
郎
小
説
文
学
全
集
』
（
全
二
四
巻
企
画
・
一
○
余
巻
刊
行
、

高
麗
苑
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
直
後
で
、
実
際
は

「
選
集
」
水
準
の
も
の
で
あ
る
。
作
品
の
翻
訳
に
は
適
切
な
注
釈
と
解
説
を

加
え
る
こ
と
と
、
誤
訳
点
検
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

比
較
文
学
分
野
で
は
神
話
・
説
話
や
近
世
小
説
の
韓
中
日
比
較
研
究
が
行

題
提
起
は
今
な
お
有
効
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
本
格
的
な
実
証
的
研
究
の
持
続

が
期
待
さ
れ
よ
う
。
近
代
文
学
の
韓
日
比
較
研
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
金

允
植
の
『
韓
日
文
学
の
関
連
様
相
』
二
九
七
二
年
）
以
来
そ
の
可
能
性
が

開
か
れ
、
漱
石
と
季
光
洙
、
有
島
武
郎
と
金
東
仁
或
い
は
廉
想
渉
と
の
影
響

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
に
お
け
る
韓
国
（
人
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
研
究
も
増
え
て
お
り
、
在

日
韓
国
人
の
日
本
語
文
学
に
関
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
、
い
く
つ
も
の
研
究

業
績
が
出
て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
分
野
の
研
究
者
が
益
々
増
え
る

関
係
の
比
較
文
学
的
研
究
や
対
照
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

新
羅
郷
歌
を
通
し
た
万
葉
読
み
の
可
能
性
と
い
う
問

ま
た
、
日
本
文

二

八



俳
譜
の
翻
訳
に
関
し
て
は
、
季
語
の
訳
に
困
難
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
と
、
五
・
七
・
五
の
音
数
率
を
無
視
し
て
も
い
い
か
、
或
い
は
ど
の
よ
う

等
大
作
の
全
体
像
を
見
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
と
、
韓
国
内
の
先
行
研
究
の

認
知
や
引
用
・
批
評
の
必
要
性
が
あ
る
。
学
部
で
の
日
本
古
典
科
目
の
忌
避

現
象
と
相
ま
っ
て
古
典
専
攻
者
の
採
用
極
少
化
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、

を
当
て
る
方
向
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
分
析
に
重
点
を
置
き
、
時
代
と
ジ
ャ
ン

ル
・
作
家
に
共
通
す
る
主
題
の
研
究
、
或
い
は
韓
日
比
較
文
学
的
研
究
や
学

際
的
な
研
究
な
ど
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
代
表
的
な
日
本
古
典
の
専
門
研
究
者
に
よ
る
徹
底
し
た
注
釈
と
解

説
付
き
の
翻
訳
を
出
す
の
も
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
『
万
葉
集
』
の
翻
訳
や

情
に
合
っ
た
方
向
性
を
見
極
め
な
が
ら
、

〈
新
羅
郷
歌

分
か
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
ル
別
・
作
家
別
に
区
別
す
る
意
識
が
強
い
。

方
法
も
文
献
学
的
・
注
釈
学
的
・
実
証
的
方
法
論
が
好
ま
れ
て
い
る
。

るめ
◎、

日
本
古
典
文
学
の
分
野
は
研
究
を
共
有
で
き
る
読
者
・
学
生
が
少
な
い
た

し
、
日
本
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
研
究
者
は
研
究
資
料
や
参
考
文
献
の
不
足

な
ど
に
よ
る
恵
ま
れ
な
い
研
究
環
境
の
下
で
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
は
日
本
に
見
習
い
、

こ
の
よ
う
な
時
流
を
乗
り
越
え
る
適
切
な
方
策
が
待
た
れ
る
。

日
本
で
の
方
法
論
だ
け
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
が
し
ば
し
ぱ
あ

こ
の
よ
う
な
障
害
を
乗
り
越
え
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
は
、
韓
国
の
実

五
､

〉
と
の
関
連
性
の
究
明
は
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
状
況
と
展
望

日
本
文
学
研
究
の
課
題
と
展
望

韓
国
人
の
観
点
か
ら
新
た
に
照
明

研
究
者
が
時
代
別
に

で
は
、

「
源
氏
物
語
」 し研
か究

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
が
韓
日
相
互
理
解
を

深
め
、
善
隣
友
好
関
係
を
保
つ
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

に
特
に
多
い
が
、
韓
国
で
の
日
本
研
究
の
一
般
化
と
自
国
化
を
遅
ら
せ
る
理

由
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
韓
国
語
で
論
文
を
書
く
場
合
は
日
本
語

の
表
記
、
特
に
文
学
作
品
名
の
ハ
ン
グ
ル
翻
訳
・
表
記
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
文
学
研
究
に
お
い

て
独
自
的
な
研
究
の
発
展
が
望
ま
れ
る
一
方
、
国
際
的
な
学
術
交
流
も
必
須

相
互
理
解
の
た
め
に
効
果
的
に
活
用
で
き
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
と
言
え

能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
、

発
展
と
大
衆
化
へ

と
の
比
較
研
究
の
模
索
や
、

る
○

き
る
だ
け
そ
れ
を
俳
句
の
翻
訳
に
生
か
し
、
音
数
を
合
わ
せ
る
の
が
好
ま
し

い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
音
韻
の
リ
ズ
ム
を
考
え
、
無
理
を
す
る
必
要
は
な

で
あ
る
が
、

い
と
思
う
。
ま
た
、

に
生
か
す
か
が
課
題
で
あ
る
。

論
文
を
日
本
語
で
書
く
場
合
が
日
本
語
学
と
日
本
古
典
文
学
研
究
の
分
野

へ汪（
１
）
「
日
本
専
門
書
が
な
い
」
、
「
朝
鮮
日
報
」
、
一
九
九
○
・
八
・

一
ハ
。

日
本
語
と
韓
国
語
は
語
順
や
漢
字
語
彙
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、

詩
人
や
一
般
の
翻
訳
で
は
守
ら
な
い
方
が
多
い
。

の
道
を
探
求
す
る
こ
と
、

俳
句
と
韓
国
の
伝
統
詩
歌
で
あ
る

日
本
に
お
け
る
俳
句
の
人
気
を
鑑
み
、

研
究
者
の
間
で
は
音
数
率
を
守
る
の
が
普
通

ま
た
、
〈
韓
国
語
俳
句
〉
の
可

俳
句
は
韓
日
の
文
化
交
流
と

〈
時
調
（
シ
ジ
ョ
）
〉

筆
者
の
考
え

二

九

時
調
の

で



（
３
）
『
韓
国
の
日
本
語
教
育
実
態
ｌ
日
本
語
教
育
機
関
調
査
一
九
九
八

（
２
）
一
寸
木
英
多
良
、
「
日
韓
文
化
交
流
の
現
状
と
展
望
」
、
「
日
本
研

考
。

（
４
）
ィ

「
日
本
学
報
」
、
韓
国
日
本
学
会
、
一
九
九
三
・
三
。

（
５
）
ゴ
ン
・
ヒ
ョ
ッ
グ
ゴ
ン
（
外
）
、
企
画
テ
ー
マ
「
韓
国
に
お
け
る

日
本
文
学
研
究
の
成
果
と
課
題
の
照
明
」
、
「
二
○
○
四
年
度
韓
国

ゴ
ン
・
ヒ
ョ
ッ
グ
ゴ
ン
、
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
現
状
」
、

（
６
）
『
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
、
一
九
九
九
・
七
ｃ

（
７
）
チ
ョ
ン
・
ヒ
ョ
ン
グ
、
「
韓
国
に
お
け
る

と
課
題
」
、
『
日
本
学
報
』
一
九
九
三
・
三
。

（
８
）
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ド
ク
（
外
）
、
企
画
テ
ー
マ
「
韓
国
に
お
け
る
日

本
文
学
研
究
の
成
果
と
課
題
の
照
明
」
、
前
掲
書
、
九
九
－
一
○
○

（
９
）

⑱
）
ィ
・
ハ
ン
ソ
ッ
プ
、
「
日
本
文
学
関
係
研
究
文
献
一
覧
』
、
高
麗

’
一
九
九
九
年
Ｉ
』
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
一
九
九
九
・
二
・
参

究
」
（
一
五
）
、
二
○
○
一
・
二
．
参
考
。

学
会
、
二
○
○
四
。

日
本
学
会
傘
下
学
会
合
同
学
術
大
会
可
。
。
①
の
臼
□
ぬ
』
、

文
学
会
、
一
九
九
四
・
四
。

大
出
版
部
、
二
○
○
○
。

ペ
ー
ジ
。

「
日
本
学
年
報
』
（
六
）
、
一
九
九
四
・
一
二
。

「
韓
国
日
語
日
文
学
研
究
文
献
検
索
シ
ス
テ
ム
」
、

ハ
ン
ソ
ッ
プ
、
「
韓
国
の
日
本
語
学
研
究
ど
こ
ま
で
来
た
か
」
、

一
九
九
九
・
七
。

「
韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
の
成
果

韓
国
日
語
、

韓
国
日
本

、
）
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ド
ク
、
「
韓
国
に
於
け
る
日
本
文
学
研
究
の
現
況

と
展
望
」
、
『
日
語
日
文
学
研
究
」
（
四
五
）
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、

二
○
○
三
・
五
。（
チ
ェ
・
ジ
ェ
チ
ェ
ル
韓
国
外
国
語
大
学
校
教
授
）

＝
一一

○




